
障害者雇用における事業主支援について

鹿児島支部 鹿児島障害者職業センター
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構



障害者職業センターとは

• 障害者職業センターは「障害者の雇用の促進等

に関する法律」に基づき独立行政法人高齢･障

害･求職者雇用支援機構が運営する職業リハビリ

テーションの専門機関です。

• 障害のある人が就職し、安定した職業生活を送

ることができるよう、ハローワークのほか、福

祉、教育、医療等の地域の関係機関と連携･協力

し、さまざまな支援サービスを提供しています。
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鹿児島障害者職業センターの紹介

・所在：鹿児島県鹿児島市鴨池2-30-10

電話 ０９９－２５７－９２４０
FAX ０９９－２５７－９２８１
E-mail：kagoshima-ctr@jeed.go.jp
ホームページ：https://www.jeed.go.jp

・当センターの利用について

○相談や各種サービスは、すべて無料です。
○障害者手帳の有無は問いません。
○利用時間は、平日の午前８時４５分～午後５時です。

相談などは予約制になっています。
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支援の流れ

就職

職業評価・職業指導 職業リハビリテーション計画の策定

職業準備支援

・職業上の課題把握と改善に係る支援
・職業に関する知識の習得に係る支援
・社会生活技能等の向上に係る支援

就職後の職場適応指導

リワーク支援

・職場復帰のコーディネート
・リワーク支援

雇用継続 職場復帰

関係機関への助言・援助
・関係機関に対する技術的助言、援助
・基礎的研修、フォローアップ研修
・職場適応援助者養成研修、職場適応援助者養成研修修了者サポート研修
・職場適応援助者スキル向上研修、職場適応援助者スキル向上研修修了者サポート研修

事業主への支援

・障害者雇用に関する相談、援助 ・事業主支援ワークショップ
・事業主支援計画に基づく体系的支援 ・障害者雇用支援人材ネットワーク事業との連携

・ハローワークの行う障害者雇用率達成指導への協力

障

害

者

事

業

主

関
係
機
関

ジョブコーチによる支援
（雇用前支援、雇用と同時支援、雇用後支援）
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事業主への支援
～障害者雇用に関する様々な助言・援助を実施します～

職場の理解が得られない

障害者職業センターの支援

＜雇入支援＞

●雇入れのための助言

●職務設計、職域開発

●社員への研修・啓発

●職場実習

＜定着支援＞

●雇用管理ノウハウの助言

●ジョブコーチ支援

●職場復帰のコーディネート

●リワーク支援

＜情報提供＞

●障害者雇用支援人材ネット
ワーク事業の活用

●事業主支援ワークショップ

●雇用事例のご紹介

生産性が低下、能
率維持が困難

物理的環境が整
わない

特性に合わせた配置方法
が分からない

障害者の雇用管理の
ノウハウがない

同僚がどのように接すれ
ばいいのか分からない

条件に合う障害者が
応募してこない

障害者に適当な
職務がない

事業主



障害者雇用の段階に応じた事業主支援
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Phase 1
障害者の雇用に関する情報の提供
労働条件・制度のガイダンス
職務分析、職務内容の提案
先行企業の見学

社員への啓発・研修の実施
助成金・援助制度に関する助言
作業環境・機器活用への助言

ハローワークと連携し人材推薦・
マッチング支援
職場実習制度の提供
ジョブコーチ支援の活用
合理的配慮の提供義務を踏まえた雇
用管理ノウハウの助言
雇用後のキャリアアップ・課題解決
支援
メンタル不調による休職者の職場復
帰支援
全国各地域での同じサービスの提供

【事業主のニーズ】 【職業センターの支援】(例)

受入れ準備

社内でのコンセンサス形成
雇用管理体制の整備
作業環境設備改善

採用企画

障害者雇用のコンセプト
採用戦略の計画
職務内容の検討、職域開発・開拓

具体的受け入れ

雇い入れ検討のための実習
採用活動・人材確保

職場定着・適応・復帰

雇用管理方法の習得
キャリアアップ
配置転換
他部署・支社への受入れ拡大

Phase 2

Phase 3

Phase 4
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参考文献） 高齢・障害・求職者雇用支援機構 調査研究報告書Ｎｏ．１３３
精神障害者及び発達障害者の雇用における職務創出支援に関する研究（2017年3月）

作業２

作業５

作業２

作業１

作業４
作業３ 作業３

作業１作業１

作業２

作業５
作業４
作業３

積み上げモデル 特化モデル

目標とする
職務

雇用開始
時点職務

将来の
担当職務

作業１

作業２
作業３

作業４

作業５

作業３

作業１

作業２

作業３

作業４

作業５

支援

強みを活か
した職務

不得手な作業の
見直しや支援

●強みを活かす（専門知識、経験、興味・関心など）

●特性を活かす
（正確さや厳密さを活かす…特性例：細かいことによく気がつく、照合が得意ルーティンワークに地道に取り組む…
特性例：秩序や予定を重んじる 等）

●特性上難しい、不得手な作業や工程は、代償手段（治具、就労支援機器やＩＣＴの活用）
や他者の支援で補えないか検討する、もしくは担当職務や工程の幅を絞る等を検討する。

職務の切り出し・職務創出支援のポイント



・障害特性に配慮した雇用管理に関する
助言

・配置、職務内容の設定に関する助言

・作業遂行力の向上支援
・職場内コミュニケーション能力の向上支援

・健康管理、生活リズムの構築支援

事業主
（管理監督者・人事担当者）

障害者

支援期間１～８ヵ月（標準２～４ヵ月）

上司
同僚

同僚

不適応課題を分析し
集中的に改善を図る
週2～3日訪問

支援ノウハウの伝授等により、
支援の主体を徐々に職場に移行

週１～２日訪問

数週間～数ヶ月に
１度訪問

集中支援 移行支援 フォローアップ

カウンセラーが全体をコーディネート
①支援計画の策定、②進捗状況管理、③フォローアップ計画の策定等々

家族

ジョブコーチ支援
（職場定着のための支援）
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（企業）
・教えても習熟し
ない
・指導方法が分か
らない
・任せる職務が分
からない

作
業
場
面
へ
の
介
入

・集中的に企業を訪問し、本人の作業遂行の状況
や職場環境について確認します。
・本人に適した仕事のやり方や指導の仕方等につ
いて、本人と企業に助言・援助を行います。
・仕事上必要なコミュニケーションに関する助
言・援助を場面に応じて行います。

＜支援期間＞３カ月程度
＜訪問頻度＞当初は週２～３日程度

（本人）
・作業が覚えら
れない
・ミスを出して
しまう
・ペースがつか
めない

相
談
支
援

・本人や企業との相談支援を中心に行い、本人と企
業のコミュニケーションを円滑にしていきます。
・本人に対しては疲労やストレスのセルフケアに
関する助言、企業に対しては職場内のラインケア
に関する助言を行います。
※ 相談状況により、作業場面への介入も可能で
す。

（企業）
・心身の安定に努
めてほしい
・職場での配慮を
知りたい
等

（本人）
・職場の上司や
同僚とのコミュ
ニケーションが
不安
・仕事と健康の
両立をしたい
等

＜支援期間＞４カ月程度
＜訪問頻度＞月１～４回程度

相談を中心とした支援への移行も可能です作業場面への介入

ジョブコーチ支援（支援スタイル例）
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職場復帰(リワーク)支援

メンタル疾患で休職している方が、職場復帰する

ための『ウォーミングアップ』をお手伝いします

体調も良くなってきてそろそ
ろ復職をしたいが、スムーズ
にいけるか不安（休職者）

復職を希望している社員がい
るが、どのように受け入れれ
ば良いの？（事業主）

職 場 復 帰 支 援
・コーディネート（1段階目）
・リ ワ ー ク支援（2段階目）
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リワーク支援について

• 復職を目指して、ウォーミングアップと再休職予防
のためのストレス対処やコミュニケーション等に関
するプログラム活動を提供します。

※うつ病等メンタル疾患による休職中の方が利用できます。

※公務員は対象外です。
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【当機構ホームページ】https://www.jeed.go.jp/
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・障害者雇用
マニュアル

・障害者雇用
企業の動画

などを見るこ
とができます。

https://www.jeed.go.jp/



【当機構ホームページ】https://www.ref.jeed.go.jp/
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・全国の事業所
を取材した雇用
事例のデータ
ベースです。

・業種、規模、
障害などで検
索できます。



障害者雇用のサポート
ご希望連絡シート

（後日、当センター担当者より連絡いたします！）

※当センターへの相談事項

□ 障害者雇用の担当者になったが社内にノウハウがなく他社の取組みを知りたい。

□ 障害者が働いている姿のイメージをもちたい。

□ 障害者が対応できる職務を見出したい。

□ 一緒に働く同僚の不安を解消させたい。

□ 募集活動の方法を知りたい。

□ 採用に当たりバリアフリーの職場環境を整える必要があるため情報がほしい。

□ 障害者への配慮や指導方法を知りたい。

□ 社内で障害者の雇用管理を行える人材を育成したい。

□ 精神疾患で休職中の社員への対応方法を知りたい。

□ 障害者に対する差別の禁止・合理的配慮について知りたい。

【具体的内容】

貴事業所名：

所在地：

ご担当者氏名：

部署・役職等：

ご連絡先 □電話： □メール：
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構鹿児島支部
鹿児島障害者職業センター (事業主支援担当：那須・宮嶋）

〒890-0063
住所：鹿児島県鹿児島市鴨池2丁目30-10                
電話：099-257-9240 E-mail：kagoshima-ctr@jeed.go.jp 



ご清聴ありがとうございました。

ご相談・ご質問などございましたら、
お気軽にご連絡ください。


